
様式１

１　経営理念（ミッション・ビジョン） ２　めざす子供像
　

３　経営目標・評価項目・評価・達成状況

目標数値

Ｂ

２　平均77.2%
・児童　85.9％
・教師68.5%

Ｂ

安心して伸び伸び
と力が発揮でき
る，行きたい・行か
せたい学校を創る

・３Ｅ（自分・友達・学校
のいいところを見つけ
る）作戦を実施する。

・生活の中で見つけた
友達のいいところを学
級で話し合い，帰りの
会でいいところ見つけ
をしたり，月一回の学
級代表者会を通して
各学級に伝えたりす
る。

中間　７５％

年度末　８５％

１　低学年は毎月２０冊以上，中学
年は毎月500ページ以上，高学年
は毎月800ページ以上読み，月ごと
の読書量を記録する。また，学年対
象の読書百選を月2冊以上読む。

１　5月と10月の新体力テストを比
較し，50ｍ走と握力の記録につい
て，5月の記録を80％以上の児童
が上回る。

２　3S（手の清潔・お口の清潔・トイ
レの清潔）について，毎月振り返り
調査を実施して達成状況を把握し，
行動の定着を図る。

・学期末に行ういじめアンケートの
項目にある「自分にはいいところが
ある。」の質問に対して，「ある」と答
える児童の割合を90％以上にす
る。

・運動会，公開研究会，学習発表会
において，保護者・地域の方に対し
て「児童は，伸び伸びと学習（活動）
をしていましたか。」の質問を行い，
「よかった」と答える割合を90％以
上にする。

中間　８０％

年度末　９０％

２
年度末　９０％

健
や
か
な
体

評価項目

目標を持って進
んで体をきたえ，
やりぬく気力と体
力を育てる

整った文字を書
き，文章や言葉で
豊かに伝える力を
育てる

心を育て，豊かな
生き方の基盤とな
る読書活動を推進
する

児童が自ら体力を
高め，健康な生活
を創り出す力を育
てる

1  基礎的・基本的な
知識・技能の定着を図
る。（算数科・国語科を
中心に）
 
２　整った文字で，表
現を工夫しながら毎日
日記を書くことに取り
組む。

１　神石小読書百選の
活用により学年に応じ
た読書目標を達成す
る。

１　走力・握力を向上
させるために，マラソ
ンタイムで持久走，短
距離走，サーキット運
動を継続し，体力向上
を奨励する。

２　健康の維持向上を
図るため，３Ｓ（手の清
潔・お口の清潔・トイレ
の清潔）に取り組む。

豊
か
な
心

他者と共によりよ
く生きようとする
豊かな心を育て
る

2

3

１　学期末，学年末テストの平均値
による。（算数科・国語科）

２　日記を「整った文字で」「学習し
た漢字を使って」「分かりやすい日
記の書き方を意識して」書いている
かどうか，アンケートと教師の見取
りで評価する。

Ⅰ 教育に係るマネジメント　　（１）人を育てる人が育つ学校　<教師>　　（２）子供の姿で教育を語る学校　<子供>
　　　　　　　　　　　 　 　　　      （３）シンプル イズ ベストが定着した学校 　<高い質>
Ⅱ 組織に係るマネジメント　　（１）子供も教師も自らの伸びを自己評価しながら，学びを楽しむ学校
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　（２）ミドルアップダウン，DCAPサイクルによる組織運営

 柔軟に考える かしこい子
　挑戦する たくましい子
　集中する さわやかな子

評価計画
評価指標

改善方策短期経営目標の達成状況達成値短期経営目標 重
点

目標達成のための手だて 時期

平成 ２８ 年度　  学　校　評　価　自　己　評　価　表

中間

年度
末

１　国語科では、読み取りの問題の問いに対するキーワードの見
つけ方の指導が必要。チャレンジタイムのワークを活用して取り組
む。算数科では、「分かっていること」「求めること」をはっきりさせ
て、絵や図を使って問題の意味を把握させる。課題解決学習の手
順を踏んだ取り組みを行う。

２　手本となる日記の書き方や字を示すことで，評価の差を埋め，
継続的に指導を行う。

確
か
な
学
力

基礎・基本の学
力を定着させ，
活用力を伸ば
し，思考力・判断
力・表現力を育
てる
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神 石 高 原 町 立 神 石 小 学 校

評
価

自己評価

中期経営目標

『 リーダーになろう　　～夢・挑戦・感動～』

Ｂ

１　テストの平均
通過率８０%
　

２　児童アンケー
トと教師の見取り
の肯定的評価の
平均が８０％

いじめアン
ケート
８５％

学校評価
１００％

１　６学年中、国語は５／６学年、算数は６／６学年で達
成している。算数では、文章問題の問われていることの
意味をきちんととらえさせる取り組みが必要である。

　

２　児童の肯定的評価は達成できたが，教師の肯定的評
価が目標を下回った。児童と教師の評価に差がある。

中間

１
①８０％
②５０％

２
９２.５%

中間

年度
末

・１学期末の集計より，「自分にはいいところがある。」と
の質問に肯定的な評価をした児童の達成率は目標値を
超えた。

・運動会，公開研究会のアンケート結果集計より，目標値
を超えて達成することができた。

１　中間の目標数値７５％であったのに対し，８７.７％の
児童が目標を達成することができた。

A

A

１　①50m走について，80％の児童が5月よりも記録が向
上した。また，学校全体で0.5秒記録が向上した。②握力
については，約半数の児童しか結果が向上しなかった。

２　３Ｓの調査を毎月実施し，中間の達成率は目標値を
超えて達成した。

中間　８７.７％

１　平均86.5％
・国語88.8％
・算数84.8％

中間

１　毎月の読書目標を達成できる児童が多い反面，達成できない
児童も少ないが固定化はされているため，継続的な声かけと読書
へ興味を引くような働きかけが必要である。

信
頼
さ
れ
る
学
校

児童・保護者・地
域に信頼される
開かれた学校を
創る

年度
末

年度
末

１①引き続き，マラソンタイム等の取り組みをしていく。
　②鉄棒・のぼり棒・ハンドグリップ等を使って握力向上に向けて取
り組む。体育館でのロケット投げ等の投擲を繰り返し行う。

２ 評価項目，特に歯みがきについては内容を更新つつ，また歯み
がきテストや指導教材の開発により，可視化を図る。

B

A

・学校内でのいいこと見つけを継続して行うとともに，児童に対して
肯定的評価を積極的に行う。

・肯定的な評価が多かったため，保護者・地域に学校での様子を，
児童を通じて伝えられるよう指導する。
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１
①50ｍ走　８０％
②握力　８０％

２
８５%


